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復旧・復興一体で 特
集
・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち

安
定
雇
用
へ
製
造
業
奮
起
を

会長インタビュー

菅栄蔵氏（元常磐開発社長）

　
―
東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も

な
く
２
年
半
が
た
ち
ま
す
が
、

福
島
県
い
わ
き
地
方
の
復
旧
・

復
興
の
進
捗
状
況
を
ど
う
み

し
ん
ち
ょ
く

て
い
ま
す
か
。

　
「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
の
影
響
が
尾

を
引
い
て
い
る
。
福
島
県
全
体

で
約

万
人
が
避
難
し
て
い
る

が
、
小
さ
い
子
供
を
持
っ
た
若

い
世
帯
は
す
で
に
避
難
先
に
定

住
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
い
わ

き
地
方
で
も
復
旧
・
復
興
工
事

が
盛
ん
に
発
注
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
伴
い
有
効
求
人
倍
率
も

高
水
準
で
推
移
中
だ
。
だ
が
本

当
の
復
興
に
は
安
定
的
に
製
品

を
生
産
出
荷
し
、
雇
用
を
生

み
、
地
域
に
人
が
定
住
で
き
る

環
境
が
欠
か
せ
な
い
。
安
定
雇

用
の
場
と
し
て
製
造
業
の
重
要

性
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
し
て

い
る
」

　
―
被
災
し
た
太
平
洋
沿
岸
地

域
で
は
「
復
旧
・
復
興
は
、
ま

だ
ま
だ
だ
」
と
い
う
声
が
多
い

の
で
す
が
、
東
北
以
外
の
地
域

で
は
震
災
に
対
す
る
風
化
が
始

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
う
け
ら

れ
ま
す
。

　
「
震
災
後
に
受
け
た
風
評
被

害
の
傷
は
癒
え
て
い
な
い
。
本

当
に
情
け
な
い
。
復
旧
・
復
興

は

年
ぐ
ら
い
の
長
い
ス
パ
ン

で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

業
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
緒

に
就
い
た
ば
か
り
。
日
本
の
産

業
界
も
含
め
て
目
先
の
こ
と
ば

か
り
に
と
ら
わ
れ
て
、
長
期
的

な
視
野
に
立
っ
て
世
の
中
の
大

勢
を
見
極
め
る
よ
う
と
い
う
姿

勢
が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
は

国
、
県
、
地
元
行
政
と
産
業
界

が
一
体
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
。
次
の
世
代

の
生
活
が
安
定
す
る
よ
う
な
基

盤
を
き
ち
ん
と
形
作
っ
て
い
き

た
い
」

　
―
い
わ
き
が
生
ま
れ
変
わ
る

た
め
に
産
業
界
は
今
、
何
を
な

す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　
「
雇
用
の
場
の
確
保
が
何
よ

り
も
大
切
だ
。
原
発
事
故
で
家

族
が
離
散
し
て
し
ま
っ
た
ケ
ー

ス
が
後
を
絶
た
な
い
。
子
供
と

母
親
が
避
難
先
で
暮
ら
し
、
父

親
が
福
島
県
内
で
働
き
、
休
日

に
会
い
に
行
く
と
い
う
家
族
が

多
い
。
こ
れ
は
本
当
に
悲
劇

だ
。
両
親
も
大
変
だ
が
、
何
よ

り
も
子
供
た
ち
が
か
わ
い
そ
う

だ
。
地
域
で
安
心
し
て
働
け
る

環
境
を
し
っ
か
り
と
再
構
築
し

て
、
生
活
の
基
盤
と
し
て
の
産

業
を
将
来
世
代
に
つ
な
い
で
い

き
た
い
」

　
「
福
島
県
は

ふ
く
し
ま
産

業
復
興
企
業
立
地
補
助
金

に

加
え
て
、
医
療
福
祉
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
特

区
制
度
を
設
け
て
企
業
誘
致
、

新
産
業
の
創
出
、
雇
用
の
確
保

・
拡
大
に
つ
な
げ
る
施
策
を
打

ち
出
し
て
き
た
。
こ
う
い
っ
た

制
度
を
積
極
的
に
使
っ
て
、
各

企
業
が
競
い
合
い
な
が
ら
一
緒

に
発
展
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

不
可
欠
だ
」

　
「
震
災
後
、

日
本
の
再
生

は
福
島
か
ら

と
多
く
の
政

府
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
が
言
っ

た
。
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
も
う
一

度
、
思
い
出
し
て
復
旧
・
復
興

事
業
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

そ
う
す
れ
ば
復
興
予
算
の
流
用

問
題
と
い
っ
た
恥
ず
か
し
い
事

態
も
防
げ
る
は
ず
だ
。
ま
た
資

材
や
人
手
不
足
が
慢
性
化
し
て

お
り
、
行
政
は
こ
う
い
っ
た
面

を
考
え
な
が
ら
復
旧
・
復
興
工

事
を
発
注
す
る
よ
う
な
仕
組
み

を
考
え
る
べ
き
だ
。
一
方
、
被

災
地
で
は
被
災
者
と
い
う
意
識

を
い
つ
ま
で
も
持
た
ず
、
新
し

い
社
会
を
作
る
と
い
う
気
概
で

日
々
の
仕
事
に
向
き
合
っ
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
思
う
」

工
業
出
荷
額
今
も
東
北
最
大

産
業
復
興
補
助
で
設
備
投
資
に
動
き

太陽光関連で新工場を新設いわき精機

熱処理と検査新専用棟稼働東北ネヂ製造 内製化で
生
産
性
向
上

車
関
連
・
再
生
エ
ネ
に
照
準

い
わ
き
精
機
の
国
井
社
長
は
「
こ
れ
か
ら
３
年
間
、
受
注
量
が

倍
増
し
そ
う
だ
」
と
話
し
、
幸
先
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

待
望
の
熱
処
理
設
備
の
導
入
で
生
産
効
率
を

大
幅
に
引
き
上
げ
る

東
北
ネ
ヂ
製
造

　

平成 年度の主な事業
（平成 年）
◇５月 日　いわき金属工業協同組合合同記念講演会・懇親会
◇７月３日　平成 年度役員会
　　　　　　　平成 年度定時総会・記念講演会・懇親会
◇８月　　　日本産業人クラブ連合会平成 年度定時総会
◇ 月　　　東北４産業人クラブ合同シンポジウム
　　　　　「東北新時代～復興から創造へ 課題
◇ 月　　　東北４産業人クラブ主催・広域連携事業
　　　　　　　モノづくり視察ツアー・交流会 宮城県内企業
◇ 月　　　東北４産業人クラブ合同ゴルフ大会
（平成 年）
◇１月　　　いわき金属工業協同組合新春合同講演会・祝賀会
◇２月　　　第９回キャンパスベンチャーグランプリ
　　　　　　（ＣＶＧ）表彰式
　

　
い
わ
き
産
業
人
ク
ラ
ブ

菅
栄

蔵
会
長

元
常
磐
開
発
社
長

は

東
北
地
域
初
の
産
業
人
ク
ラ
ブ
と

し
て
１
９
６
７
年
に
誕
生
し
た
。

福
島
県
い
わ
き
市
は
常
磐
炭
田
を

基
礎
に
発
達
し
た
炭
鉱
街
で
、
鉱

山
の
閉
山
後
も
産
業
の
構
造
転
換

に
成
功
し
、
工
業
出
荷
額
は
今
も

東
北
一
だ
。
当
産
業
人
ク
ラ
ブ
は

地
域
の
モ
ノ
づ
く
り
の
中
核
を
担

う
企
業
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
後
、
福
島
県
は

製
造
業
の
復
興
に
向
け
て
「
ふ
く

し
ま
産
業
復
興
企
業
立
地
補
助

金
」
な
ど
多
彩
な
助
成
制
度
で
、

企
業
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
続
け
て

き
た
。
会
員
企
業
の
復
旧
・
復
興

は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
震
災

後
、
会
員
同
士
の
つ
な
が
り
は
ま

す
ま
す
強
ま
っ
て
き
た
。

　
東
北
最
大
の
工
業
都
市
、
福
島

県
い
わ
き
市
内
の
企
業
が
復
興
を

目
指
し
て
積
極
的
な
設
備
投
資
に

動
き
始
め
た
。
各
社
の
背
中
を
押

し
て
い
る
の
が
、
経
済
産
業
省
と

福
島
県
が
実
施
す
る
「
ふ
く
し
ま

産
業
復
興
企
業
立
地
補
助
金
」

だ
。
投
資
額
の
３
分
の
２
を
国
と

県
が
助
成
す
る
制
度
で
、
県
内
外

の
企
業
の
新
規
立
地
や
工
場
増
設

を
促
す
。
東
北
最
大
の
工
業
出
荷

額
を
誇
る
い
わ
き
市
は
設
備
投
資

に
沸
い
て
い
る
。

　
い
わ
き
精
機

福
島
県
い
わ
き

市
、
国
井
幹
司
郎
社
長
、
０
２
４

６
・
３
６
・
０
１
１
８
は
、太
陽

光
パ
ネ
ル
の
架
台
や
風
力
発
電
用

の
大
型
部
品
を
手
掛
け
る
工
場
を

新
設
し
、
７
月
か
ら
生
産
を
始
め

た
。
約

億
円
を
投
じ
て
大
型
５

面
加
工
機
２
台
や
横
中
ぐ
り
盤
、

立
型
旋
盤
な
ど
を
導
入
し
、
大
型

部
品
加
工
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
た
。
県
が
投
資
額
の
３
分
の

２
を
負
担
す
る
「
ふ
く
し
ま
産
業

復
興
企
業
立
地
補
助
金
」
を
活
用

し
、新
た
に

人
を
雇
用
し
た
。

　
工
場
敷
地
面
積
２
万
平
方

、

一
部
２
階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積

６
８
０
０
平
方

。
工
場
棟
屋
上

の
約
２
４
０
０
平
方

に
最
大
出

力
２
５
０

の
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
し
た
。

　
自
動
車
関
連
の
受
注
増
に
加
え

て
、
新
事
業
に
据
え
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
拡
大
中
。
国
井
社

長
は
「
拡
張
に
見
合
っ
た
仕
事
を

確
保
し
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

前
の
売
上
高
約

億
円
を
確
保
し

た
い
。
こ
れ
か
ら
も
変
化
し
続
け

た
い
」
と
受
注
拡
大
に
意
欲
を
み

せ
る
。

　
一
方
、
熱
間
鍛
造
ボ
ル
ト
メ
ー

カ
ー
の
東
北
ネ
ヂ
製
造

福
島
県

い
わ
き
市
、
関
口
隆
秀
社
長
、
０

２
４
６
・
５
６
・
４
７
５
１

も

熱
処
理
と
検
査
の
専
用
棟
を
新
設

し
、
稼
働
さ
せ
た
。
外
注
工
程
を

内
製
化
す
る
こ
と
で
仕
掛
品
の
滞

留
を
解
消
し
、
生
産
性
を
高
め
る

の
が
狙
い
。
年
産
能
力
は
従
来
比

％
増
の
３
１
２
０

で
、
２
０

１
４
年
３
月
期
の
売
上
高
を

年

３
月
期
比
３
億
円
増
の

億
円
を

目
指
す
。

　
総
投
資
額
は
約
６
億
円
で
、
専

用
棟
は
本
社
工
場
内
に
設
置
し

た
。
熱
処
理
棟
に
は
軌
道

レ
ー

ル

や
建
設
用
ボ
ル
ト
の
強
度
を

向
上
す
る
真
空
焼
き
入
れ
炉
や
焼

き
戻
し
炉
の
ほ
か
、
加
工
能
力
３

０
０

級
の
プ
レ
ス
機
、
供
給
装

置
付
き
数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

旋
盤

な
ど
を
導
入
し
た
。
一
方
、
検
査

工
程
に
は
能
力
３
０
０

級
の
引

っ
張
り
試
験
機
も
入
れ
た
。

　
関
口
社
長
は
「
今
回
の
設
備
投

資
で
課
題
だ
っ
た
ラ
イ
ン
バ
ラ
ン

ス
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
品
質

面
で
も
成
長
が
見
込
め
る
大
物
製

品
に
対
応
で
き
る
体
制
が
確
立
し

た
」
と
し
て
お
り
、
国
内
企
業
の

海
外
シ
フ
ト
が
進
む
な
か
国
際
市

場
も
視
野
に
販
路
拡
大
を
さ
ら
に

加
速
さ
せ
る
構
え
だ
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ８月３０日 金曜日 　　


